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冬季に急速に発達する南岸低気圧に対する日本海上空のメソ擾乱の影響
Relative role of meso-alpha scale disturbance over Japan Sea on the rapid-developed low
pressure near of Japan in winter
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本研究では，冬季に頻発する南岸低気圧の急速な発達に対し，同じく日本海上空の日本海寒帯気団収束帯
(JPCZ)上に出現しやすいメソαスケールの擾乱が与える影響について，事例解析およびコンポジット解析を行な
い評価を試みた．利用したデータはJRA-55 および MSM である．南岸低気圧抽出は地上更正気圧を用いた低気
圧抽出アルゴリズムを，日本海上のメソ擾乱抽出には平滑化した900hPa の相対渦度をそれぞれ用いた．事例解
析では，温暖前線前面から日本海側に向かう対流圏下層の強い東風が特徴的であり，太平洋上空から日本海上
空への熱・水蒸気輸送の様子が確認できた．統計的な特徴を捉えるために，低気圧中心でコンポジット解析を
行った．メソ擾乱を伴うケースと伴わないケースの差分では，メソ擾乱に向かう下層東風が明瞭に現れてお
り，水蒸気収束の差分ではメソ擾乱の存在の有無で約23%の水蒸気が低気圧中心に流れずにメソ擾乱に向かうこ
とが明らかになった．一方，単純にメソ擾乱の有無で南岸低気圧の発達率の比較を行った際には有意な差は認
められなかったが，それぞれのケースに対し，異なる物理量（メソ擾乱無：見かけの水蒸気減少 [Q2]，メソ擾
乱有：日本海の可降水量）を用いて分離することにより，南岸低気圧の発達率に対するメソ擾乱の影響につい
て定性的に説明することが可能となった．
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